
令和３年度 岩手大学公開講座

 
主催：岩手大学人文社会科学部 

後援：岩手県教育委員会 盛岡市教育委員会 

 

岩手大学人文社会科学部地域政策課程では、法・経済・環境の総合的視点から持続可能な社会づくりの諸課

題に取り組み、地域社会に貢献できる人材の養成を目的として教育研究を行っております。そこで今回の公開講座

では、高校生・一般市民を対象として、「地域政策」を焦点とする本課程の教育研究の内容を紹介するとともに、地

域社会に関わる課題について、法学・経済学・環境学等の分野から話題を提供いたします。 

日 時 令和３年７月２４日（土） １３：３０～１６：２０ 

会 場 岩手大学教育学部 北桐ホール 

対 象 者 高校生（主対象）、市民一般 ８０名 

※講義内容は裏面をご確認ください 

受 講 料 無 料 

持 ち 物 筆記用具をご用意ください 

申込方法 

 

参加ご希望の方は、QRにアクセスし申込フォームにご記入いただくか、 

下記申込書の内容をメールにてお知らせください。 

＜お申込先＞ 岩手大学地域社会教育推進室 

電話：019-621-6492  E-mail：pedagogy@iwate-u.ac.jp 

※メールでお申し込みの際は件名に「公開講座（地域政策入門）申込み」とご記入下さい。 

※受付後に上記アドレスよりご連絡差し上げますので、必ず受信できるよう設定をお願いします。 

申込締切 令和３年７月１９日（月） 

 

-------------------------「R３年度 地域政策入門」申込書--------------------------- 

ふりがな  
学校名 

または職名 

 

（    年生） 氏  名  

住  所 〒 

電話番号  E-mail  

会場 

正門 

mailto:pedagogy@iwate-u.ac.jp


＜講義内容＞ 

 

新型コロナウイルス感染症対策へのお願い                                                  

• ご来場時のマスク着用、受付時の検温、手指消毒のご協力をお願いいたします。 

• 体調がすぐれない場合の参加はご遠慮ください。 

• 岩手大学内で新型コロナウイルス感染者が発生し、会場の消毒等により急遽中止となる場合は、参加者にメールでお

知らせするほか、地域社会教育推進室のホームページと facebookに掲載いたしますので、来場前にご確認ください。 

岩手大学地域社会教育推進室 

ホームページ 

岩手大学研究支援・産学連携センター  

地域社会教育推進室 facebook 

 

１３：３０～１３：３５ はじめに－開講にあたって－ 杭田 俊之（地域政策課程長） 

１３：３５～１４：１５ 
まちづくりを考える際の基本的視点  

講師：横山 英信 （農業経済論・教授） 

地方における人口減少や都市と地方との経済的格差の拡大などが指摘される中で，「地域経済活性化」をベース

に「まちづくり」を進めようという動きが各地で起こっています。そこには様々な工夫や趣向を凝らした取り組みが数多く

見られます。ここで重要なのは，そもそも「誰のため，何のため」にそれらの取り組みを行うのか，という基本的視点で

す。ここがしっかりしていないと，どんなに斬新で人目を引く取り組みであっても，その効果は一時的なもので止まり，最

終的には地域にとってあまり役に立たない（場合によってはマイナスの結果をもたらす）結果を招くことになってしまい

ます。「まちづくり」「地域経済活性化」にはどのような視点が必要か，みなさん御一緒に考えてみましょう。 

１４：２０～１５：００ 
盛岡市再犯防止推進計画と新しい「安心・安全」なまちづくり） 

講師：藤本 幸二 （刑事訴訟法・准教授） 

犯罪との関係で「安心・安全なまちづくり」を取り上げると聞いて、皆さんはどのような内容を思い浮かべるでしょう

か。盛岡市は、2021 年 3 月 30 日に再犯防止推進計画を確定し、2021 年度から実際に計画を実行に移していま

す。この計画で構想された「安心・安全なまちづくり」は、一般的に考えられているものとは異なり、さらに一歩踏み込

み、住民の皆さんの参加意識を喚起して、新しい「安心」のかたちをもたらすことを目指しています。この計画につき、

内容だけでなく策定された背景やこれが盛岡市でなければならない事情などを紹介することを通じ、あたらしい「安

心・安全」なまちづくりがどのようなものであるかをお話ししていきたいと思います。 

１５：００～１５：１０ 休憩 

１５：１０～１５：５０ 
エネルギーシフト・ヴェンデ（大転換）による持続可能ないわて地域社会形成 

講師：中島 清隆 （環境政策論・准教授） 

岩手県は、2011 年 3 月に発生した東日本大震災（と福島第一原子力発電所事故）の被害を受けたことで、震災

発生以前の人口減少と少子高齢化が一層進む二重以上の課題を抱えています。その一方で、日本でも導入された

固定価格買取制度（FIT）を契機に、再生可能エネルギーの普及が進められていることを背景として、岩手県内でも

エネルギーシフト・ヴェンデ（大転換）の取組を通して、東日本大震災からの復興にとどまらず、更に新しい「何か」を生

み出すような「新生」ともいえる取組も見られています。 

その「新生」を「持続可能ないわて地域社会の形成」と捉えたうえで、再生可能エネルギーの普及を含むエネルギ

ーシフト・ヴェンデ（大転換）に関する岩手県内の 2 つの事例を紹介することで、関連する議論・考え方・実践方法も

交えつつ、「エネルギーシフト・ヴェンデ（大転換）による持続可能ないわて地域社会形成」について講じます。 

１５：５０～１６：２０ 質疑応答・討論 


